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二
十
周
年
記
念
号

発
刊
に
つ
い
て

新
聞
づ
く
り
に
は
、
縁
遠
い
人
間
の
集
ま
り
で
し
た

が
、
地
域
の
歴
史
や
子
ど
も
達
が
体
験
を
通
じ
、
学
び

の
芽
を
つ
く
り
育
て
る
活
動
等
の
状
況
を
広
報
で
伝
え

る
こ
と
に
よ
り
、
人
と
人
と
を
繫
ぐ
役
割
を
果
た
す
こ

と
に
気
付
き
、
二
〇
〇
一
年
に
創
刊
号
を
発
行
し
ま
し

た
。月

日
が
経
つ
の
も
早
い
も
の
で
す
。
二
十
年
が
経
ち

ま
す
。
当
初
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
「
文
振
だ
よ
り
」
と
素

朴
な
も
の
で
し
た
。
内
容
は
地
域
の
歴
史
や
社
寺
仏
閣

の
紹
介
等
約
三
年
間
広
報
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
「
ふ
れ
あ
い
」
と
名
を
改
め
て
、
遺
跡
復

元
事
業
の
紹
介
や
親
子
で
米
作
り
体
験
事
業
、
文
化
祭
、

保
育
園
や
幼
稚
園
児
へ
の
体
験
活
動
の
紹
介
等
々
。

二
〇
一
八
年
か
ら
カ
ラ
ー
版
に
し
、
地
域
の
文
化
財

の
記
事
を
専
門
家
に
依
頼
し
、
よ
り
深
く
紹
介
。
二
ペ

ー
ジ
以
降
は
「
時
代
を
開
く
文
化
の
翼
」
を
メ
イ
ン
に
、

学
園
通
り
こ
ど
も
園
も
加
わ
り
小
学
生
親
子
体
験
活
動

や
地
域
文
化
に
関
す
る
ま
ち
の
紹
介
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。ま

た
、
二
〇
二
〇
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
人
と
人
と
の

繫
が
り
が
希
薄
化
す
る
な
か
、
よ
り
広
報
が
重
要
な
役

割
を
果
た
す
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
地
域
愛
」
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
新

た
な
目
標(

地
域
視
点
で
新
し
い
文
化
を
創
造
し
住
み

続
け
た
い
ま
ち
「
瀬
田
東]

)

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
〇
二
一
年
四
月
吉
日

瀬
田
東
文
化
振
興
会
長

松
田

文
男

も

く

じ

一
、
特
集

・
源
内
道
で
結
ば
れ
た
上
田
上
の
歴
史

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

学
芸
員

「
中
野
城
に
つ
い
て
」

福
西

貴
彦

㈠
六
角
氏
と
家
臣
団

三

㈡
中
野
氏

四

㈢
中
野
城
と
法
蔵
禅
寺
の
発
掘
調
査

五

二
、
「
地
図
を
読
む
」

（
公
財
）
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

調
査
課

神
保

忠
弘

六

三
、
蛍
が
飛
び
交
う
長
沢
川

西
本

和
正

七

四
、
特
集

・
短
編
小
説
（
特
別
寄
稿
）

「
僕
ら
の
夏
」

前
田

紀
子

八
～
十
一

五
、
地
域
連
携
型
体
験
学
習
に
つ
い
て

瀬
田
東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

十
一

学
園
前
こ
ど
も
園

十
二

瀬
田
東
幼
稚
園

一
里
山
ひ
か
り
保
育

六
、
国
史
山
ノ
神
遺
跡
復
元
の
追
想

吉
居

紀
生

十
三

七
、
時
代
を
拓
く
文
化
の
翼

﨑
田

孝
行

十
三

八
、
郷
土
料
理

十
四
～
十
五

「
い
と
こ
煮
・
ほ
ら
が
い
」

瀬
田
北
女
性
会

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
是
非
ス
マ
ホ
で
見
て
く
だ
さ
い
。
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一
、
六
角
氏
と
家
臣
団

中
野
氏
や
中
野
城
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
、
一
見
遠
回
り

で
も
当
時
の
近
江
国
の
状
況
、
す
な
わ
ち
、
六
角
氏
や
そ

の
家
臣
団
の
状
況
を
概
観
し
ま
す
。

近
江
国
は
鎌
倉
時
代
か
ら
、
宇
多
源
氏
の
名
門
佐
々
木

一
族
の
定
綱
が
守
護
に
任
じ
ら
れ
（
文
治
三
年
、
一
一
八

七
年
）
、
中
で
も
六
角
氏
が
惣
領
と
し
て
守
護
を
務
め
て
き

ま
し
た
。
時
に
は
同
族
で
あ
る
京
極
氏
の
勢
力
が
勝
り
、

六
角
氏
は
守
護
の
座
を
明
け
渡
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
世
を
通
じ
て
近
江
国
の
守
護
は
六
角

氏
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
戦
国

時
代
、
織
田
信
長
の
近
江
侵
攻
に
よ
り
起
き
た
観
音
寺
城

の
戦
い
（
永
禄
十
一
年
、
一
五
六
八
年
）
で
六
角
承
禎
（
義

賢
）・
義
弼
（
義
治
）
父
子
が
敗
れ
、
甲
賀
郡
に
落
ち
延
び

る
ま
で
の
三
八
一
年
間
に
わ
た
り
近
江
国
は
六
角
氏
の
勢

力
下
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
全
国
的
に
も
非
常
に

珍
し
い
例
で
す
。

さ
て
、
六
角
氏
と
家
臣
団
の
状
況
を
考
え
る
史
料
と
し

て
「
六
角
氏
式
目
」
を
挙
げ
ま
す
。
こ
の
「
六
角
氏
式
目
」

は
永
禄
一
〇
年
（
一
五
六
九
年
）
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る

分
国
法
で
す
。
織
田
信
長
の
近
江
侵
攻
の
わ
ず
か
一
年
前

で
す
。
こ
れ
に
は
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
年
）
に
起
き
た

「
観
音
寺
騒
動
」
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

「
観
音
寺
騒
動
」
と
は
、
六
角
義
弼
が
重
臣
後
藤
賢
豊
父

子
を
観
音
寺
城
内
で
誅
殺
し
た
こ
と
が
発
端
で
す
。
こ
の

こ
ろ
の
六
角
氏
は
、
義
弼
の
祖
父
に
当
た
る
定
頼
が
京
都

の
中
央
政
権
の
中
で
勢
力
を
広
げ
、
管
領
代
を
受
け
る
ほ

ど
で
し
た
。
同
時
に
近
江
国
内
に
お
い
て
も
、
北
近
江
で

勢
力
を
伸
ば
し
て
い
た
浅
井
氏
を
配
下
に
置
く
な
ど
、
六

角
氏
の
全
盛
と
い
っ
て
も
よ
い
期
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
父

義
賢
は
、
三
好
長
慶
と
の
京
都
で
の
勢
力
争
い
に
敗
れ
、

そ
れ
を
受
け
近
江
国
内
で
も
浅
井
氏
が
台
頭
し
ま
す
。
六

角
氏
の
勢
力
が
弱
り
、
支
配
基
盤
が
揺
ら
ぎ
始
め
た
の
で

す
。
そ
こ
で
義
弼
は
、
重
臣
後
藤
氏
を
誅
す
る
こ
と
に
よ
り
、

当
主
と
し
て
の
権
威
回
復
を
図
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が

こ
れ
が
完
全
に
裏
目
と
な
り
、
大
半
の
家
臣
団
が
反
発
し
、

各
々
の
城
に
籠
る
と
い
う
事
態
に
ま
で
発
展
し
た
の
で
す
。

事
態
は
家
臣
の
蒲
生
氏
な
ど
が
仲
介
し
、
ほ
ど
な
く
収
ま

っ
た
よ
う
で
す
が
、
先
の
「
六
角
氏
式
目
」
を
受
け
入
れ

る
な
ど
、
家
臣
団
に
譲
歩
し
た
決
着
で
、
そ
れ
ま
で
の
権

威
を
取
り
戻
す
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
「
六
角
氏
式
目
」
は
当
主
に
対
し
家
臣
団
が
突

き
つ
け
る
と
い
う
珍
し
い
形
で
成
立
し
た
分
国
法
で
す
。

ほ
か
の
文
書
や
「
六
角
氏
式
目
」
に
署
名
し
た
家
臣
を
分

析
し
た
村
井
祐
樹
に
よ
る
と
、
「
『
式
目
』
署
名
者
た
ち
は

六
角
氏
家
臣
の
中
で
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
」
も
の
の
、

「
全
て
『
式
目
』
に
署
名
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」（
村

井
二
〇
一
二
）
と
し
て
い
ま
す
（
図
・
表
）
。
つ
ま
り
表
向

き
は
家
臣
団
の
中
で
も
中
心
的
な
家
臣
が
結
束
し
、
当
主

で
あ
る
六
角
氏
に
そ
の
権
力
を
制
限
す
る
た
め
に
分
国
法

を
つ
き
つ
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
家
臣
団
も
一
枚
岩
で
は
な
く
、
様
々
な
思
惑

や
家
臣
同
士
の
関
係
な
ど
、
決
し
て
単
純
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
近
畿
周
辺
に
み
ら
れ
る
国

人
の
自
治
意
識
の
高
さ
に
起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
自
治
意
識
の
高
さ
故
か
、
六
角
氏
没
落
後
の
家

臣
団
の
動
向
も
様
々
で
、
織
田
方
に
降
る
も
の
か
ら
、
六

角
氏
に
追
従
す
る
も
の
な
ど
様
々
な
思
惑
に
よ
り
、
複
雑

な
状
況
で
し
た
。
こ
れ
を
露
呈
さ
せ
た
の
が
、
観
音
寺
騒

動
か
ら
『
六
角
氏
式
目
』
成
立
ま
で
の
一
連
の
出
来
事
だ

っ
た
の
で
す
。

【
引
用
・
参
考
文
献
】
村
井
祐
樹

二
〇
一
二

『
戦
国
大
名
佐
々
木
六
角
氏
の
基
礎
研
究
』
思
文
閣
出
版

上
田
上
の
中
野
城
に
つ
い
て

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

学
芸
員

福
西

貴
彦

https://youtu.be/ikx_dgQHrKM
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二
．
中
野
氏

中
野
氏
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
中
野
家
に
伝
わ
る
文

書
群
が
そ
の
多
く
を
語
っ
て
い
ま
す
。
他
に
は
『
江
州
佐
々

木
南
北
諸
士
帳
』
と
い
う
江
戸
時
代
に
佐
々
木
氏
を
中
心

と
し
て
、
各
郡
の
城
名
と
城
主
の
名
を
列
記
し
編
纂
さ
れ

た
史
料
が
あ
り
ま
す
。
原
本
は
所
在
不
明
で
す
が
、
宝
暦

三
年
（
一
七
五
三
年
）
の
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
芝
原
に
は
中
野
備
後
守
と
芝
原
左
衛

門
の
二
氏
が
あ
り
、
中
野
備
後
守
は
「
佐
々
木
随
兵
」
、
芝

原
左
衛
門
は
「
中
野
末
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
上
田
上
芝
原
村
に
中
野
一
族
が
領
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
年
）
刊
行
の
『
近

江
栗
太
郡
史
』
に
よ
る
と
、「
中
野
氏
は
田
上
庄
に
住
し
戦

園
時
代
佐
々
木
氏
部
下
の
一
将
家
な
り
、
佐
々
木
南
北
諸

士
帳
に
芝
原
村
中
野
備
後
守
芝
原
左
街
門
の
二
家
あ
り
、

芝
原
氏
は
青
地
氏
の
支
流
な
る
こ
と
別
記
せ
り
」（
滋
賀
県

栗
太
郡
役
所
一
九
二
六
）
と
あ
り
先
に
紹
介
し
た
も
の
と

少
し
異
な
っ
て
い
ま
す
。
可
能
性
と
し
て
、
参
考
に
し
て

い
る
『
江
州
佐
々
木
南
北
諸
士
帳
』
写
本
が
別
の
物
で
あ

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
青
地
氏
は
佐
々
木
氏
の
庶
流
に
あ
た
り
、
栗

太
郡
の
他
の
豪
族
の
中
で
も
抜
き
ん
で
た
一
族
で
あ
っ
た

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
（
滋
賀
県
栗
太
郡
役
所
一
九
二
六
）
。

よ
っ
て
、
青
地
氏
の
一
族
が
栗
太
郡
一
帯
に
そ
の
一
族
が

点
在
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
詳
し
い
検
討

が
必
要
で
し
ょ
う
。

さ
て
、『
江
州
佐
々
木
南
北
諸
士
帳
』
に
あ
る
「
中
野
備
後

守
」
は
中
野
備
後
守
宗
永
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。『
近
江
栗
太

郡
史
』
の
「
上
田
上
村
芝
原
法
蔵
寺
過
去
帳
」
に
よ
る
と
、

宗
永
は
法
蔵
禅
寺
を
建
立
し
た
人
物
で
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
の
子
の
中
野
加
賀
守
宗
成
は
、
長
享
二
年
（
一
四
八
八

年
）
に
北
野
天
満
宮
か
ら
社
領
の
代
官
職
に
任
命
さ
れ
て

い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
あ
た
り
は
『
新
修
大
津
市
史
』
に
詳
し

く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
非
常
に
興
味
深
い
内
容
な
の
で

紹
介
し
ま
す
。

元
々
田
上
荘
は
京
都
の
北
野
天
満
宮
の
荘
園
で
し
た
。

し
か
し
、
正
長
元
年
（
一
四
二
八
年
）
に
足
利
将
軍
家
の

奉
公
衆
で
あ
る
楢
葉
氏
が
突
然
収
奪
し
、
勝
手
に
支
配
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
背
景
と
し
て
、
室
町
幕
府

四
代
将
軍
足
利
義
持
死
去
し
、
後
継
者
に
青
蓮
院
義
円
（
足

利
義
教
）
に
決
ま
っ
た
も
の
の
、
ま
だ
将
軍
職
に
は
就
い

て
い
な
い
、
権
力
の
空
白
時
期
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
中

央
政
権
の
混
乱
が
地
方
に
も
伝
播
し
、
非
常
に
不
安
定
な

社
会
情
勢
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
地
方
領
主
の
中

に
は
先
ほ
ど
の
楢
葉
氏
の
よ
う
に
他
の
領
地
を
奪
う
よ
う

な
こ
と
が
多
発
し
て
い
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
応
仁
の
乱
の
後
、
幕
府
の
権
威
が
弱
体
化
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
奉
公
衆
で
あ
る
楢
葉
氏
の
支
配
も
弱

体
化
し
ま
す
。
そ
こ
に
今
度
は
六
角
氏
が
領
地
を
奪
う
事

態
が
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
は
田
上
荘
だ
け
で
な
く
近
江
国

全
体
で
発
生
し
、
土
地
を
奪
わ
れ
た
領
主
達
が
幕
府
に
六

角
氏
か
ら
の
被
害
を
訴
え
出
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
起

き
た
の
が
二
度
の
六
角
征
伐
で
す
（
第
一
次
六
角
征
伐
（
鈎

の
陣
）
長
享
元
～
三
年
（
一
四
八
七
～
一
四
八
九
年
）
、
第

二
次
六
角
征
伐

延
徳
三
～
四
年
（
一
四
九
一
～
一
四
九

二
年
）
）
。
い
ず
れ
も
征
伐
の
間
は
元
の
領
主
に
支
配
権
が

戻
っ
た
よ
う
で
す
。
田
上
荘
で
は
元
の
領
主
北
野
天
満
宮

に
そ
の
支
配
権
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
長
享
二
年
と
延
徳

三
年
の
中
野
加
賀
守
宗
成
の
代
官
任
命
が
こ
の
時
期
に
あ

た
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
幕
府
軍
が
引
き
上
げ
る
と
六
角
氏
は
息
を

吹
き
返
し
、
結
局
再
び
領
地
を
奪
わ
れ
て
し
ま
し
ま
し
た
。

そ
し
て
第
二
次
六
角
征
伐
以
降
は
、
北
野
天
満
宮
は
田
上

荘
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
古
代
か
ら
続
く
荘
園
制
度
が
中
世
に
至

り
崩
壊
し
て
い
く
様
が
上
田
上
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
た
の
で
す
。

ま
た
中
野
氏
は
、
短
期
間
で
す
が
代
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
上
田
上
に
対
し
て
大
き
な
影
響
力
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
領
有
権
を
め
ぐ
る
北
野
天
満
宮
や
楢
葉

氏
等
の
争
い
の
隙
を
狙
い
、
ま
た
応
仁
の
乱
、
そ
の
後
の
二

度
の
六
角
征
伐
な
ど
、
当
時
の
不
安
定
な
社
会
情
勢
を
背
景

に
、
着
実
に
勢
力
を
広
げ
て
い
っ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
滋
賀
県
立

安
土
城
考
古

博
物
館

学

芸
員

福
西

貴
彦

【
引
用
・
参

考
文
献
】

・
滋
賀
県
栗

太
郡
役
所
一

九
二
六
『
近

江

栗

太

郡

史
』
巻
二

・
滋
賀
県
教

育
委
員
会
・

近
江
の
城
友

の
会

一
九

八
七

『
滋
賀
県
中

世
城
郭
分
布

調

査

』

五

（
旧
愛
知
・

犬

上

郡

の

城
）

・

大

津

市

一

九

七

九

『
新
修

大

津
市
史
』
第

二
巻
中
世

https://youtu.be/QhRpfnuY4qk
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三
．
中
野
城
と
法
蔵
禅
寺
遺
跡
の

発
掘
調
査
に
つ
い
て

中
野
城
に
つ
い
て
は
、「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
と
お

り
、『
滋
賀
県
中
世
城
郭
分
布
調
査
』
三
（
滋
賀
県
教
育
委

員
会
他
一
九
八
五
）
に
記
載
と
推
定
地
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
野
藤
太
郎
氏
の
「
中
野
城
趾
考
」
に
詳
細

な
記
載
が
あ
り
ま
す
（
中
野
一
九
八
五
）
。
特
に
、
荒
戸
神

社
北
側
の
尾
根
や
山
麓
部
分
に
、「
な
か
ん
ど
」
等
、
中
野

氏
や
法
蔵
禅
寺
に
関
す
る
名
称
が
転
訛
し
た
地
名
が
残
る

こ
と
を
調
査
し
、
そ
こ
か
ら
推
定
さ
れ
て
い
る
点
が
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。

さ
て
、
中
野
城
が
荒
戸
神
社
の
北
側
と
し
て
、
荒
戸
神

社
の
南
側
、
荒
戸
橋
の
正
面
を
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五

年
）
に
滋
賀
県
教
育
委
員
会
が
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
（
滋
賀
県
教
育
委
員
会
他
二
〇
一
八
）
。
こ
こ
は
法
蔵

禅
寺
遺
跡
と
呼
ば
れ
る
遺
跡
で
す
（
滋
賀
県
教
育
委
員
会

二
〇
一
七
、
図
１
）
。
荒
戸
神
社
の
周
辺
の
尾
根
上
に
は

平
坦
面
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち

神
社
の
正
面
か
ら
南
側
に
認
め
ら
れ
る
七
段
の
平
坦
面
が
、

法
蔵
禅
寺
に
か
か
わ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す(

藤
岡
二

〇
〇
五)

。
法
蔵
禅
寺
は
曹
洞
宗
の
寺
院
で
、
文
明
年
間(

一

四
六
九
～
一
四
八
六)

に
中
野
備
後
守
宗
永
が
青
松
秀
禅

師
を
開
山
と
し
て
創
建
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
野
氏

は
荒
戸
神
社
の
別
当
も
務
め
て
い
た
関
係
で
、
当
地
に
創

建
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
福
王
寺
、
蔵
密
院
、
三
福
寺
、

霊
祐
庵
、
玉
泉
庵
、
福
緊
軒
、
正
眼
庵
、
泉
蔵
坊
、
理
蔵

坊
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
寺
勢
が
衰
退
し
て
宝
永
七
年

(

一
七
一
〇
年)

に
現
在
の
芝
原
町
に
移
転
し
た
と
さ
れ
ま

す(

宇
野
一
九
七
六)

。
さ
て
、
発
掘
調
査
地
点
で
は
、
５

か
所
の
平
坦
面
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
２
、
調
査
対

象
地
と
平
坦
面
１
～
４
）
。
発
掘
調
査
は
、
遺
構
の
確
認

と
、
平
坦
面
が
い
つ
の
時
代
に
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
の

か
の
確
認
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
、
遺
構
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
平
坦
面
を

作
る
た
め
に
数
回
の
造
成
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
一
つ
目
の
造
成
は
、
調
査
地
の
西
側
の
部
分

で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
斜
面
に
自
然
堆
積
し
た
土
の
上
に
、

削
っ
た
土
を
外
側
に
押
し
出
す
よ
う
に
堆
積
し
て
い
ま
し

た
。
二
つ
目
の
造
成
は
、
調
査
地
の
北
側
で
確
認
さ
れ
た

盛
土
で
す
。
土
層
の
上
下
関
係
か
ら
す
る
と
、
非
常
に
乱

雑
な
造
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
つ
目
の
造
成
は
一
つ
目

の
造
成
の
後
に
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
尾
根
の
西
側
中
心
に
行
わ
れ
た
造
成
と
北
側
を

中
心
に
行
わ
れ
た
造
成
は
、
そ
の
時
期
が
異
な
る
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
造
成
が
行
わ
れ
た
具
体
的
な
時
期
は
、
造
成

土
の
中
か
ら
時
期
が
確
定
で
き
る
遺
物
が
出
土
し
て
い
な

い
た
め
不
明
で
す
。
し
か
し
表
面
か
ら
出
土
し
て
い
る
土

器
が
近
世
か
ら
近
代
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

北
側
の
造
成
は
近
代
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
、

西
側
の
造
成
は
そ
れ
以
前
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。調

査
地
の
東
側
の
谷
を
挟
ん
だ
尾
根
上
に
は
、
法
蔵
禅

寺
跡
と
推
定
さ
れ
る
連
続
し
た
平
坦
面
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
調
査
地
の
周
辺
に
広
が
る
広
い
平
坦
面
が
寺
院
の
た

め
の
造
成
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
調
査
の
結
果
、
戦
国
時
代
の
遺
物
等
は
出
土
せ
ず
、

こ
の
平
坦
面
が
法
蔵
禅
寺
と
関
係
す
る
可
能
性
は
低
い
と

評
価
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
耕
作
地
の
造
成
の
た
め
の
平
坦
地
に
は
広
す

ぎ
る
こ
と
か
ら
、
単
純
に
耕
作
目
的
の
造
成
で
は
な
い
の

で
は
な
い
か
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
中
野
城
や
法
蔵
禅
寺
は
ま
だ
ま
だ
分
か
っ
て

い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
中
野
藤
太
郎
氏
の
論
文

や
滋
賀
県
教
育
委
員
会
の
発
掘
調
査
の
よ
う
に
、
少
な
い

な
が
ら
も
事
実
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
今
後

新
た
な
解
釈
や
発
見
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

学
芸
員

福
西

貴

【
引
用
・
参
考
文
献
】

中
野
藤
太
郎

一
九
八
五
「
中
野
城
趾
考
」
『
近
江
の
城
』
第

九
巻

近
江
の
城
友
の
会

滋
賀
県
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協

会

二
〇
一
八
『
法
蔵
禅
寺
遺
跡

椿
谷
遺
跡
』
近
畿
自
動
車

道
名
古
屋
神
戸
線(

大
津
～
城
陽)

建
設
事
業
に
伴
う
調
査
報
告

書滋
賀
県
教
育
委
員
会
編

二
〇
一
七
『
滋
賀
県
遺
跡
地
図
』
平

成
二
八
年
度
版

宇
野
健
一

一
九
七
六
『
新
註

近
江
輿
地
志
略

全
』

弘

文
堂
書
店
藤
岡
英
礼

二
〇
〇
五

「(15)

正
覚
山
・
法
蔵
寺
」

『
忘
れ
ら
れ
た
霊
場
を
さ
ぐ
る
‐
栗
東
・
湖
南
の
山
寺
復
元
の

試
み
‐
』
栗
東
市
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
栗
東
市
文
化
体
育

振
興
事
業
団

図 1 中野城や法蔵禅寺遺跡の

位置

（滋賀県教育委員会 2017、一部

改変）

図 2 法蔵禅寺遺跡発掘調

査地点

https://youtu.be/nDWQc-5tbTk
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「
地
図
を
読
む
」

(
公
財
)滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

調
査
課

神
保

忠
宏

も
う
十
年
ほ
ど
昔
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

当
時
「
源
内
道
」
と
呼
ば
れ
る
旧
道
の
整
備
に
尽
力
し

て
い
た
松
田
さ
ん
か
ら

「
南
大
萱
の
歴
史
的
な
変
遷
が
わ
か
る
よ
う
な
地
図
は
な

い
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
質
問
を
う
け
ま
し
た
。

私
の
職
場
は
瀬
田
南
大
萱
町
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

車
で
通
勤
し
て
い
る
た
め
、
南
大
萱
町
の
地
理
は
ほ
と
ん

ど
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
図
書
館
へ
出
か
け
て

南
大
萱
を
知
る
た
め
の
資
料
を
探
し
ま
し
た
。
こ
の
資
料

は
『
改
訂
版

ひ
ら
け
い
く
瀬
田
』
大
津
市
瀬
田
小
学
校

編

昭
和
四
十
八
年
と
い
う
、
小
学
校
社
会
科
の
副
読
本

で
し
た
。
こ
の
本
は
、
昭
和
四
十
年
代
の
瀬
田
の
情
報
が

ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
知
っ
た
こ
と
は
、
「
南
大
萱
の
景
観
変
遷
は
、

瀬
田
駅
開
業
（
昭
和
四
十
四
年
）
以
前
と
以
後
に
分
け
ら

れ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

瀬
田
駅
開
業
以
前
の
南
大
萱
は
、
東
海
道
も
し
く
は
国

道
一
号
線
沿
線
の
集
落
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
瀬
田
駅
開
業
に
よ
っ
て
、
南
大
萱
の
景
観
は
京

都
大
阪
へ
通
勤
す
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
徐
々
に
変
化

し
て
い
っ
た
の
で
す
。

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
「
か
つ
て
の
南
大
萱
が
わ
か
る

明
治
二
十
年
代
の
地
形
図
」「
瀬
田
駅
開
業
直
後
に
あ
た
る

昭
和
四
十
五
年
の
地
図
」「
現
在
の
地
形
図
」
が
、
も
っ
と

も
よ
く
わ
か
る
こ
と
を
松
田
さ
ん
に
伝
え
た
の
で
す
。

最
後
に
に
、
瀬
田
駅
前
の
地
図
を
時
代
ご
と
に
な
ら
べ

て
、
簡
単
な
読
図
を
お
こ
な
っ
て
み
ま
す
。

①
の
地
図
は
明
治
時
代
に
作
成
さ
れ
た
二
万
分
一
地
形
図

で
す
。
東
海
道
本
線
が
大
萱
神
社
を
分
断
し
て
通
過
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

②
の
地
図
は
瀬
田
駅
開
業
直
後
の
景
観
を
記
録
し
た
二
万

五
千
分
一
地
形
図
で
す
。
瀬
田
駅
か
ら
国
道1

号
線
に
連

絡
す
る
道
路
が
、
南
大
萱
集
落
と
方
位
を
合
わ
せ
た
南
北

に
通
り
、
現
在
と
異
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、

学
園
通
り
の
原
型
が
作
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

③
の
地
図
は
平
成
時
代
の
景
観
を
記
録
し
た
二
万
五
千
分

一
地
形
図
で
す
。
瀬
田
駅
前
は
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
国

道
一
号
線
に
方
位
を
合
わ
せ
た
街
区
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。
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蛍
が
飛
び
交
う
長
沢
川西

本

和
正

瀬
田
東
学
区
で
身
近
な
川
と
言
え
ば
、
ま
ず
、
地
域
の
中

央
を
流
れ
、
子
ど
も
た
ち
も
よ
く
遊
ん
で
い
る
長
沢
川
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

物
語
は
、
凡
そ
二
十
年
位
前
ま
で
遡
り
ま
す
。

そ
の
頃
の
長
沢
川
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
が
増
え
、
子

ど
も
た
ち
に
は
「
危
な
い
か
ら
余
り
近
寄
ら
な
い
で
」
と
呼

び
か
け
る
川
で
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
三
十
年
代
頃
か
ら
、
私
た
ち
の
暮
し
が
豊

か
に
な
る
に
つ
れ
、
水
質
は
ど
ん
ど
ん
悪
化
し
て
、
蛍
ど
こ

ろ
か
、
魚
や
ザ
リ
ガ
ニ
等
の
生
物
さ
え
も
、
そ
の
姿
を
な
か

な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
十
四
（
２
０
０
２
）
年
の
こ
と
で
し
た
。

「
長
沢
川
に
ホ
タ
ル
を
戻
せ
な
い
だ
ろ
う
か
」

ポ
ツ
ン
と
で
た
そ
の
一
言
で
、
地
域
の
み
ん
な
の
動
き
は

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
瀬
田
東
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

を
し
て
い
た
私
た
ち
も
、
そ
の
動
き
に
加
わ
り
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
以
前
の
長
沢
川
に
は
、
初
夏
に
な
る
と
蛍
が

飛
び
交
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

夕
方
に
は
、
大
人
も
子
ど
も
も
、
み
ん
な
川
べ
り
に
集
ま

っ
て
、
川
面
に
淡
い
光
を
放
ち
な
が
ら
飛
び
交
う
蛍
た
ち
の
、

何
と
も
言
え
ぬ
幻
想
的
な
姿
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
そ
う

で
す
。

そ
ん
な
長
沢
川
の
復
活
で
す
。

「
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
」
半
信
半
疑
の
状
態
で
し

た
が
、
石
山
の
千
丈
川
で
先
に
活
動
さ
れ
て
い
た
荒
井
さ
ん

に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
ま
ず
は
「
ホ
タ
ル
を
し
ら
べ
る
」
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
た
。

蛍
が
暮
ら
せ
る
環
境
に
な
っ
て
い
る
か
、
大
津
市

役
所
環
境
保
全
課
の
鳥
飼
さ
ん
た
ち
の
協
力
を
得
て
水

質
等
を
調
査
し
た
ら
、
以
外
に
も
大
丈
夫
で
し
た
。
公
共
下

水
道
整
備
の
お
陰
で
す
。

し
か
も
既
に
、
メ
ダ
カ
や
ト
ン
ボ
の
幼
虫
等
の
水
辺
の
生

物
も
帰
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
力
を
得
て
地
域
の
み
ん
な
に
働
き
か
け
、
「
ホ
タ

ル
を
育
て
る
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

瀬
田
東
文
化
振
興
会
、
ぼ
て
じ
ゃ
こ
ト
ラ
ス
ト
の
皆
さ
ん
、

瀬
田
東
小
学
校
、
私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
一
緒
に
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
年
間
を
と
お
し
た
活
動
計
画
も
立
て
、
即
実
行
に
移

し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
達
に
も
働
き
か
け
ま
し
た
。

瀬
田
東
小
学
校
の
親
子
体
験
学
習
の
テ
ー
マ
に
し
、
蛍
の

生
育
環
境
の
勉
強
会
か
ら
始
め
て
、
川
の
清
掃
や
除
草
、
蛍

の
幼
虫
や
そ
の
餌
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
の
育
成
、
放
流
を
行
い

ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
も
、
蛍
の
幼
虫
を
頂
い
た
上
田
上
の
東
郷
先

生
か
ら
は
、
何
か
困
っ
た
こ
と
あ
る
毎
に
、
多
く
の
こ
と
を

お
教
え
頂
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
長
沢
川
に
は
蛍
が
暮
し
て
い
ま
す
。
以
来
、

こ
れ
ま
で
幾
年
も
野
外
体
験
学
習
や
河
川
管
理
等
へ
み
ん

な
の
力
が
折
り
重
な
り
、
今
や
、
長
沢
川
に
は
、
多
く
の
水

辺
の
生
物
と
一
緒
に
、
蛍
が
ゆ
っ
た
り
と
暮
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
か
つ
て
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
、
集
ま
っ
て

川
遊
び
を
し
て
い
た
長
沢
川
が
蘇
り
、
今
、
同
じ
よ
う
に
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
身
近
な
場
所
と
し
て
遊
ん
で
い
ま

す
。そ

ん
な
長
沢
川
を
、
地
域
の
宝
物
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

み
ん
な
で
、
守
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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こ
の
と
こ
ろ
、
喉
の
奥
が
ヒ
リ
つ
く
よ
う
な
渇
き
で
目

が
覚
め
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

ー
は
ぁ
～
ま
た
同
じ
夢
を
見
た
ー

姉
貴
を
抱
い
た
父
親
が
母
親
の
横
で
、「
お
ま
え
は
も
う
い

ら
な
い
」
と
ボ
ク
の
肩
を
押
す
夢
だ
。
母
親
は
五
歳
の
姉
貴

を
連
れ
て
再
婚
し
、
再
婚
相
手
と
の
間
に
ボ
ク
が
生
ま
れ
た
。

父
親
は
ボ
ク
の
実
父
だ
。
そ
れ
な
の
に
、
夢
の
中
の
父
親
は

ボ
ク
を
押
し
出
す
。

そ
ん
な
朝
は
、
現
実
で
は
な
か
っ
た
安
堵
と
は
裏
腹
に
、

目
を
閉
じ
て
い
る
以
上
の
暗
闇
と
無
重
力
に
襲
わ
れ
、
も
た

つ
く
よ
う
に
起
き
上
が
る
。

台
所
で
水
を
飲
む
。
九
時
。

誰
も
居
な
い
の
に
『
ガ
ラ
ン
』
と
音
が
し
て
、
静
か
な
の

に
『
し
ー
ん
』
と
聞
こ
え
て
く
る
。
家
族
は
み
な
仕
事
に
出

て
い
て
、
ボ
ク
は
予
備
校
に
行
く
。
一
年
だ
け
の
約
束
の
予

備
校
生
活
。
こ
れ
が
想
像
以
上
に
自
分
に
合
っ
て
い
な
い
。

就
職
の
こ
と
を
見
越
し
て
、
幾
つ
も
の
理
系
学
部
を
受
験

し
た
。
見
越
し
た
の
は
親
で
あ
っ
て
ボ
ク
で
は
な
い
。
受
験

の
時
、
テ
ス
ト
の
為
の
勉
強
を
繰
り
返
し
上
書
き
し
て
き
た

ボ
ク
に
、
散
々
無
駄
に
し
て
き
た
時
間
が
塊
に
な
っ
て
仕
返

し
に
来
た
の
だ
っ
た
。

何
も
食
べ
ず
に
駅
に
向
か
う
。

外
は
夏
が
充
満
し
始
め
た
よ
う
だ
。
去
年
よ
り
暑
さ
が
増

す
と
、
ニ
ュ
ー
ス
じ
ゃ
毎
年
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
ま

だ
午
前
中
な
の
に
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
日
差
し
を
吸
い
込
ん

で
、
た
だ
熱
い
だ
け
の
塊
だ
。
そ
の
う
ち
人
を
吸
い
込
む
か

も
し
れ
な
い
。

あ
～
こ
の
暑
さ
は
二
浪
の
予
感
す
ら
し
て
く
る
。

駅
ま
で
の
途
中
に
架
か
る
唐
橋
の
、
一
番
高
い
所
で
足
を

止
め
て
川
上
を
見
る
。
強
い
風
に
煽
ら
れ
て
水
が
波
立
つ
と
、

加
速
し
な
が
ら
大
海
に
出
て
い
く
大
型
船
の
先
端
に
い
る

よ
う
な
錯
覚
で
目
眩
が
す
る
の
だ
。
最
近
は
そ
の
目
眩
に
中

毒
気
味
だ
。

ふ
と
、
隣
町
の
民
放
局
で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
し
て
い
る
姉

貴
は
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
同
じ
屋
根
の
下
に

居
な
が
ら
、
し
ば
ら
く
会
っ
て
い
な
い
。

「
あ
の
、
も
し
。
近
く
に
お
住
ま
い
の
方
で
す
ね
」

背
後
か
ら
見
知
ら
ぬ
お
じ
さ
ん
が
声
を
掛
け
て
き
た
。
そ

の
人
は
尋
ね
て
も
い
な
い
の
に
「
マ
ツ
オ
で
す
」
と
名
乗
る

と
、
不
思
議
な
カ
バ
ー
を
付
け
た
両
手
を
欄
干
に
の
せ
、
ボ

ク
の
隣
で
琵
琶
湖
の
ず
ー
っ
と
奥
の
方
を
見
た
。
近
頃
は
中

高
年
の
ま
ち
歩
き
が
盛
ん
だ
が
、
こ
ん
な
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
の

人
は
見
た
こ
と
が
な
い
。

聞
こ
え
な
か
っ
た
振
り
を
し
て
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
そ
の

時
、
「
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
き
な
り
手
首
を
つ
か
ん
で
、

そ
の
人
は
も
の
凄
い
力
で
ボ
ク
を
引
っ
張
っ
た
。
こ
ん
な
痩

せ
細
っ
た
お
じ
さ
ん
を
振
り
払
う
だ
け
の
力
さ
え
、
入
試
で

使
い
果
た
し
て
い
た
の
か
。
そ
ん
な
バ
カ
な
。

結
局
、
マ
ツ
オ
さ
ん
が
放
つ
坑
え
な
い
潔
さ
と
、
奇
妙
な

服
装
に
引
か
れ
て
電
車
に
乗
り
、
連
れ
て
行
か
れ
た
の
は
錦

織
の
閑
静
な
住
宅
地
〈
史
跡

近
江
大
津
宮
錦
織
遺
跡

第
一

地
点
〉。

歴
史
に
名
を
刻
ん
だ
の
は
僅
か
五
年
半
ほ
ど
だ
。
再
現
さ

れ
た
礎
石
跡
が
住
宅
に
囲
ま
れ
て
、
い
か
に
も
肩
身
が
狭
そ

う
に
並
ん
で
い
る
。

「
六
六
七
年
の
春
に
、
京
か
ら
続
く
小
関
越
え
を
辿
っ
て
、

み
こ

皇
子
達
や
額
田
王
殿
ら
は
近
江
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
鎌
足
殿
に
連
れ
ら
れ
た
幼
い
不
比
等
殿
の
姿

も
あ
り
ま
し
た
」

ふ
ー
ん
。
第
一
と
い
う
か
ら
に
は
、
幾
つ
も
の
地
点
が
あ

る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
だ
け
家
が
密
集
し
て
い
る
と
広
さ
な

ん
て
全
く
想
像
が
つ
か
な
い
。
と
、
言
お
う
と
す
る
前
に
、

マ
ツ
オ
さ
ん
は
又
ボ
ク
の
手
首
を
掴
ん
で
、
今
度
は
背
丈
以

上
も
あ
る
石
碑
に
向
か
っ
て
走
り
出
し
た
。

危
な
い
、
ぶ
つ
か
る
！

ボ
ク
は
霊
長
類
の
本
能
に
従
っ
て
、
ギ
ュ
ッ
と
目
を
閉
じ

た
。

「
宮
殿
で
す
」
と
い
う
マ
ツ
オ
さ
ん
の
声
で
目
を

あ開
け
る
と
、

美
し
い
内
裏
南
門
を
繁
ぐ
長
い
回
廊
の
庇
の
下
に
居
た
。

今
歩
い
て
き
た
の
は
都
の
大
通
り
ら
し
い
が
、
信
号
も
マ

ン
シ
ョ
ン
も
線
路
も
姿
を
消
し
、
空
と
水
が
接
近
し
た
望
洋

と
し
た
海
の
よ
う
な
琵
琶
湖
が
見
え
た
。
鳥
の
声
に
混
じ
っ

て
槌
音
が
聞
こ
え
て
く
る
の
は
、
も
し
か
す
る
と
都
は
未
完

成
な
の
だ
ろ
う
か
。

湖
畔
の
木
立
で
、
霞
ん
だ
対
岸
の
方
角
を
誰
か
が
じ
っ
と

見
て
い
る
。
後
ろ
姿
は
、
文
化
祭
で
見
た
隣
の
ク
ラ
ス
の
出

し
物
の
衣
装
に
似
て
い
る
が
、
と
て
も
普
段
着
る
勇
気
は
な

い
。

そ
れ
に
し
て
も
だ
。
水
陸
の
手
段
が
あ
る
と
は
い
え
、
比

叡
山
と
琵
琶
湖
に
挟
ま
れ
た
こ
の
地
で
は
、
宮
殿
や

ま
つ
り
ご
と

政

の
建
物
を
建
て
民
の
暮
ら
し
を
整
え
る
に
は
、
都
と
し
て
は

少
々
手
狭
す
ぎ
や
し
な
い
か
。

『
都
を

う
つ遷

す
こ
と
に
は
、
反
対
す
る
者
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
』

https://youtu.be/ONQUjYFxFCI
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で
し
ょ
う
ね
。
で
、
誰
？

「
あ
の
方
は
近
江
で
即
位
さ
れ
た
天
智
天
皇
で
す
」

あ
あ
、
そ
う
。
「
え
え
ー
っ

」

歴
史
の
教
科
書
が
パ
ッ
カ
ー
ン
と
飛
び
散
る
音
。
彼
、
い

や
天
智
さ
ん
は
近
寄
り
難
い
背
中
を
ボ
ク
ら
に
向
け
た
ま

ま
、
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
続
け
た
。

『
聖
徳
太
子
亡
き
あ
と
の
飛
鳥
は
混
沌
と
し
て
い
ま
し
た
。

政
の
改
革
や
朝
鮮
半
島
で
の
敗
戦
の
あ
と
、
新
し
い
都
が
必

要
だ
っ
た
の
で
す
。
近
江
の
地
で
、
誠
の
政
と
は
何
か
、
私

は
自
ら
に
問
い
続
け
ま
し
た
。
た
と
え
狩
り
や
宴
に
興
じ
て

い
る
時
で
さ
え
。
で
す
が
、
命
に
永
遠
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
』

国
運
の
賭
か
つ
た
内
外
の
激
動
時
代
。
病
に
倒
れ
た
天
智

さ
ん
は
、
碁
盤
の
目
の
都
大
路
を
完
成
す
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、

み
こ

皇
子
と
実
の
弟
が
唐
橋
を
最
後
の

決
戦
場
と
し
た
壬
申
の
乱
で
、
近
江
で
の
夢
は
潰
え
未
完
の

都
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
か
。

マ
ツ
オ
さ
ん
が
慰
め
た
。

「
で
も
あ
な
た
は
、
決
し
て
政
を
疎
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

あ
な
た
は
近
江
で
こ
の
国
の
骨
組
み
を
創
ら
れ
た
の
で
す
」

『
・
・
確
か
な
こ
と
は
、
こ
こ
で
の
日
々
、

お
う淡
み海

の
美
し
さ

が
す
べ
て
の
思
い
を
癒
し
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ご
覧
な
さ
い
。
花
び
ら
が

み
な
も

水
面
で
も
う
一
度
咲
く

さ
ま様

を
。
今

日
、
あ
な
た
方
と
こ
う
し
春
を
見
送
っ
た
こ
と
、
決
し
て
忘

れ
ま
せ
ん
』

天
智
さ
ん
・
・
・
散
っ
た
桜
の
花
び
ら
が
、
苦
悩
す
る
そ
の

人
の
足
元
に
寄
せ
た
小
さ
な
波
で
、
集
ま
っ
て
は
離
れ
て
を

繰
り
返
し
て
い
る
。

ヤ
バ
い
。
き
れ
い
だ
と
思
っ
て
目
を
閉
じ
て
し
ま
っ
た
の

だ
。
瞬
間
、
ま
た
も
や
自
分
の
足
の
行
方
も
定
ま
ら
ず
、
瞼

の
奥
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
母
方
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
現
れ
た
。

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
四
人
の
子
供
を
育
て
姑
と
何
人
も
の
小

姑
の
世
話
を
し
、
何
十
年
も
病
魔
と
闘
い
な
が
ら
も
働
い
て

働
い
て
、
そ
し
て
働
い
た
。
ボ
ク
に
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
も
そ

の
周
り
の
人
間
も
自
分
勝
手
な
大
人
に
し
か
見
え
ず
、
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
だ
け
口
を
き
く

い
や嫌

な
子
供
だ
っ
た
。

そ
ん
な
ボ
ク
に
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、『
桜
は
散
る
時
、
誰
も
恨

ん
だ
り
し
て
な
い
よ
』
と
か
『
人
と
比
べ
な
く
て
も
い
い
ん

だ
よ
』
と
か
つ
ぶ
や
い
た
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
言
葉
の
欠
片
は
、

決
ま
っ
て
そ
の
時
の
ボ
ク
に
命
中
し
て
、
帰
り
の
靴
を
軽
く

し
た
。

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
今
日
ま
で
、
何
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引

い
て
生
き
て
き
た
ん
だ
ろ
う
。
生
き
ら
れ
な
か
っ
た
も
う
一

人
の
自
分
に
、
嫉
妬
し
た
り
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ボ

ク
は
何
一
つ
聞
け
ず
に
、
黙
っ
た
ま
ま
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
横
で
、

手
に
し
た
コ
ー
ラ
の
缶
を
大
事
そ
う
に
弄
ぶ
だ
け
だ
っ
た
。

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
毎
年
、
春
の
終
わ
り
を
印
す
み
た
い
に
桜

の
花
を
塩
漬
け
に
し
て
い
た
け
れ
ど
、
今
年
、
最
後
の
塩
漬

け
を
残
し
た
ま
ま
、
寝
込
む
こ
と
も
な
く
あ
っ
け
な
く
逝
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
あ
っ
け
な
さ
に
ボ
ク
は
何
故
だ
か
ほ
っ

と
し
た
の
だ
っ
た
。

恐
る
恐
る
ゆ
っ
く
り
目
を

あ開
け
る
と
、
ボ
ク
ら
は
ひ
と
き

わ
高
い
丘
に
立
っ
て
い
た
。

眼
下
の
瀬
田
川
に
無
数
の
荷
船
。
人
々
の
往
来
が
絶
え
な
い

唐
橋
か
ら
は
、
他
の
道
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
太
く
力
強
い

動
脈
の
よ
う
な
道
が
、
真
っ
す
ぐ
に
こ
の
丘
へ
と
引
き
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

「
平
城
京
時
代
の
官
庁
街
、
近
江
国
府
で
す
」

こ
れ
が
？
ま
る
で
宮
殿
じ
ゃ
な
い
か
。
出
口
を
見
失
う
よ

う
な
広
さ
。
す
べ
て
の
屋
根
に
は
手
の
込
ん
だ
珍
し
い
模
様

の
瓦
。
一
直
線
に
並
ん
だ
建
物
群
も
、
遠
く
三
百
メ
ー
ト
ル

は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

謁
見
に
訪
れ
る
人
間
は
、
す
で
に
唐
橋
か
ら
こ
こ
を
仰
ぎ

見
て
、
到
着
す
れ
ば
た
ち
ま
ち

こ
う
べ

頭

を
垂
れ
る
ほ
か
な
い
よ

う
に
で
き
て
い
る
。
堂
々
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
、
こ
れ
ほ
ど

圧
倒
的
な
力
を
見
せ
つ
け
る
た
め
の
視
覚
装
置
が
揃
え
ら

れ
る
人
物
は
誰
な
の
か
。

す
る
と
マ
ツ
オ
さ
ん
が
小
さ
く
呼
ん
だ
。

「
不
比
等
殿
」

不
比
等
と
い
え
ば
奈
良
時
代
の
最
高
幹
部
。
も
う
ボ
ク
は

仮
装
の
よ
う
な
後
ろ
姿
に
も
驚
か
な
く
な
っ
て
い
た
。
炭
酸

水
の
一
気
飲
み
を
し
た
あ
と
は
、
何
を
飲
ん
で
も
物
足
り
な

い
く
ら
い
だ
。

「
わ
ざ
わ
ざ
平
城
京
を
見
下
ろ
す
高
台
に
、
藤
原
家
の
氏
寺
、

興
福
寺
を
建
て
る
暴
挙
さ
え
許
さ
れ
た
不
比
等
殿
が
、
こ
の

近
江
は
誰
に
も
渡
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
近
江
は
大

国
だ
っ
た
の
で
す
」

そ
れ
か
ら
ボ
ク
ら
は
、
空
と
稜
線
の
間
が

あ
か焔
くく

染
ま
る
丘

へ
と
歩
い
た
。
微
か
に
体
温
が
上
昇
し
た
。

「
瀬
田
丘
陵
一
帯
は
最
大
に
し
て
最
強
の
製
鉄
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
で
し
た
」



10

確
か
、
鉄
は
ヒ
ッ
タ
イ
ト
で
生
ま
れ
た
と
習
っ
た
。
鉄
の
道

は
そ
の
道
す
が
ら
で
、
時
の
権
力
者
達
を
こ
と
ご
と
く
虜
に

し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
瀬
田
丘
陵
に
辿
り
着
い
た
の

だ
ろ
う
。

不
比
等
の
孫
、
仲
麻
呂
が
製
鉄
所
を
指
揮
し
て
廻
っ
て
い

る
が
、
そ
の
呼
吸
の
荒
さ
が
ボ
ク
は
気
に
な
っ
た
。

「
鉄
と
木
材
を
平
城
京
や
大
仏
殿
の
造
営
に
も
拠
出
し
、
近

江
の
財
貨
物
流
を
支
配
す
る
こ
と
で
、
藤
原
家
の
栄
華
は
不

滅
の
手
形
と
な
る
は
ず
で
し
た
」

ま
つ
り
ご
と

政

の
ど
真
ん
中
で
鎌
足
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
、

藤
原
家
の
眩
ば
か
り
の
栄
華
。

「
最
期
は
、
敵
方
に
唐
橋
を
渡
ら
せ
て
も
ら
え
ず
、
よ
す
が

と
し
た
近
江
で
散
る
こ
と
な
ど
、
こ
の
頃
は
ま
だ
知
る
由
も

あ
り
ま
せ
ん
」

古
代
政
界
の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
慢
心
に
油
断
が
付
け
い
っ

た
の
か
。
彼
の
荒
い
呼
吸
は
、
相
続
し
た
栄
華
の
不
渡
り
を

恐
れ
、
不
安
と
焦
り
で
夜
も
眠
れ
な
い
、
市
井
の
人
と
変
わ

ら
ぬ
た
め
息
だ
っ
た
の
だ
。

「
急
ぎ
ま
す
の
で
回
り
ま
し
ょ
う
、
唐
橋
へ
」

見
か
け
に
よ
ら
ず
強
引
な
マ
ツ
オ
さ
ん
に
手
首
を
掴
ま
れ

て
も
、
ボ
ク
は
も
う
驚
か
な
か
っ
た
。
自
ら
目
を
閉
じ
る
と
、

唐
橋
は
い
つ
も
の
ま
ま
だ
っ
た
。

「
信
長
殿
は
巨
大
な
湖
に
巨
大
な
橋
を
架
け
、
琵
琶
湖
の
周

囲
に
重
臣
を
配
し
、
天
下
布
武
を
顕
示
し
ま
し
た
。
け
れ

ど
も
一
五
八
二
年
、
京
に
上
が
ら
れ
た
信
長
殿
が
、
こ
こ
を

渡
っ
て
安
土
に
戻
る
こ
と
は
二
度
と
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

本
能
寺
の
変
！

神
仏
を
も
畏
れ
ぬ
信
長
を
待
っ
て
い
た
不
覚
の
最
期
。
自

分
の
正
義
が
相
手
に
は
不
義
と
い
う
こ
と
は
、
歴
史
の
中
だ

け
で
は
な
く
、
ボ
ク
ら
の
日
常
に
も
息
を
す
る
よ
う
に
存
在

し
て
い
る
。

「
こ
こ
は
天
下
分
け
目
の
橋
な
の
で
す
」

そ
う
言
う
と
突
然
「
じ
ゃ
あ
」
と
、
マ
ツ
オ
さ
ん
は
モ
ノ

ク
ロ
ー
ム
の
奥
に
向
か
っ
て
歩
き
出
し
た
。
見
送
る
ボ
ク
は

カ
ラ
ー
の
ま
ま
だ
。

時
計
は
午
前
九
時
一
五
分
。

「
ア
キ
ラ
殿
、
ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」

は
い
。
い
や
い
や
い
や
、
ボ
ク
、
い
つ
の
間
に
名
乗
っ
た

ん
だ
。

「
あ
、
あ
の
。
マ
ツ
オ
さ
ん
」

「
膳
所
の
ギ
チ
ュ
ウ
ジ
に
居
ま
す
か
ら
」

ギ
チ
ュ
ウ
ジ
っ
て
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
っ
て
こ
と
？

「
マ
ツ
オ
さ
ん
！
」

叫
ん
だ
声
は
切
れ
目
の
な
い
車
の
騒
音
に
掻
き
消
さ
れ
、

空
気
圧
で
閉
ま
る
扉
が
あ
る
か
の
よ
う
に
マ
ツ
オ
さ
ん
は

い
な
く
な
っ
た
。

思
え
ば
マ
ツ
オ
さ
ん
の
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
よ
う
な
エ
ッ
ジ

の
効
い
た
姿
に
、
誰
一
人
と
し
て
目
を
擦
っ
た
り
振
り
返
っ

た
り
し
て
な
か
っ
た
。

ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
。
ひ
ど
い
よ
、
マ
ツ
オ
さ
ん
。
こ

れ
じ
ゃ
あ
書
き
出
し
ば
か
り
が
浮
か
ん
で
、
永
遠
に
二
行
目

が
書
け
な
い
小
説
家
み
た
い
じ
ゃ
な
い
か
。
参
っ
た
な
ぁ
。

こ
う
な
っ
た
ら
ギ
チ
ュ
ウ
ジ
に
行
く
他
な
い
。
固
く
握
っ

て
い
た
拳
を
広
げ
る
と
、
塩
漬
け
の
桜
の
花
び
ら
が
一
枚
、

じ
っ
と
ボ
ク
を
見
て
い
た
。

脈
拍
数
を
上
げ
な
が
ら
、
駅
員
に
聞
い
た
通
り
に
到
着
し
た

「
ギ
チ
ュ
ウ
ジ
」
は
、
「
義
仲
寺
」
だ
っ
た
。
車
の
離
合
が

難
し
そ
う
な
細
い
通
り
沿
い
に
あ
る
、
小
さ
な
門
を
く
ぐ
る

と
急
い
で
尋
ね
た
。

「
マ
ツ
オ
さ
ん
は
い
ま
す
か
」

ボ
ク
の
質
問
に
、
受
付
の
女
性
が
わ
ず
か
に
間
を
置
い
て
、

口
元
の
端
を
緩
め
な
が
ら
右
手
を
伸
ば
し
た
。
指
さ
れ
た
先

に
進
む
と
、
石
碑
に
見
え
た
の
は
塔
を
冠
し
た
木
曽
義
仲
の

墓
石
だ
っ
た
。

次
に
ボ
ク
の
目
が
ゆ
っ
く
り
右
側
に
動
い
た
瞬
間
、
首
の

周
り
が
カ
ッ
と
一
気
に
熱
く
な
り
、
脈
拍
は
も
う
計
測
不
能

に
な
っ
た
。

芭
蕉
翁
ー
マ
ツ
オ
っ
て
、
松
尾
で
、
お
じ
さ
ん
は
ー

生
涯
の
多
く
を
旅
に
生
き
た
松
尾
さ
ん
は
、
故
郷
で
も
な

い
、
倒
れ
た
地
で
も
な
い
、
近
江
に
眠
る
こ
と
を
選
ん
で
い

た
ん
だ
。

首
の
熱
が
頭
と
胴
体
に
拡
散
し
た
せ
い
で
朦
朧
と
し
た

ま
ま
山
門
を
出
よ
う
と
し
た
ボ
ク
に
、
一
つ
の
句
が
追
い
打

ち
を
か
け
た
。

ー
行
く
春
を
あ
ふ
ミ
の
人
と
お
し
み
け
る
ー



「
あ
っ
！
」

も
う
一
度
唐
橋
に
戻
ろ
う
。
お
じ
さ
ん
、
い
や
松
尾
さ
ん

は
ま
だ
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

唐
橋
に
取
っ
て
返
し
た
ボ
ク
は
、
果
て
な
い
野
望
に
翻
弄

さ
れ
た
こ
の
橋
の
憂
鬱
に
同
情
し
な
が
ら
、
今
で
は
慣
れ
親

し
ん
だ
あ
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
姿
が
再
び
現
れ
て
く
れ
る
の

を
待
っ
た
。
け
れ
ど
、
何
度
振
り
向
い
て
み
て
も
、
水
が
吐

き
出
さ
れ
る
よ
う
に
束
に
な
っ
て
流
れ
て
い
く
川
が
、
漫
然

と
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。

す
ぐ
に
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
た
。

「
も
し
も
し
、
ど
う
し
た
ん
」

「
姉
ち
ゃ
ん
、
ボ
ク
、
僕
、
文
学
部
を
受
け
る
わ
」

姉
貴
は
大
声
で
笑
っ
た
が
、
ス
マ
ホ
の
向
こ
う
が
や
け
に

ザ
ワ
つ
い
て
い
る
。

「
今
ね
、
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
な
の
」

姉
貴
は
京
都
駅
に
で
も
い
る
か
の
よ
う
に
言
う
と
又
笑
っ

た
。

「
ア
ハ
ハ
。
憂
鬱
っ
て
字
も
書
け
な
い
の
に
楽
し
い
子
だ

な
！
」

「
・
・
・
」

「
人
っ
て
さ
あ
、
体
と
心
、
ど
っ
ち
が
先
に
壊
れ
る
と
思

う
？
」

姉
貴
は
親
に
相
談
す
る
こ
と
な
く
、
も
う
何
日
も
前
に
テ

レ
ビ
局
を
退
職
し
て
い
る
と
い
う
。
連
絡
す
る
か
ら
。
必
ず

帰
る
か
ら
。
ア
キ
ラ
の
歩
幅
で
い
い
ん
だ
よ
。
文
学
部
万
歳

と
言
う
と
一
方
的
に
通
話
を
切
っ
た
。
話
し
相
手
を
無
く
し

た
ス
マ
ホ
の
断
末
魔
の
声
は
、
夏
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
水
を

撒
い
た
あ
と
の
空
気
の
よ
う
に
僕
に
纏
わ
り
付
い
た
。

僕
が
ま
だ
、
新
聞
紙
を
丸
め
て
作
っ
た
剣
を
振
り
回
し
て

い
た
頃
に
、
姉
貴
の
吃
音
は
始
ま
っ
て
い
た
。
周
囲
の
誰
も

が
大
学
を
卒
業
後
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
い
う
言
葉
を
生
業
と

す
る
仕
事
を
選
び
、
そ
し
て
合
格
し
た
姉
貴
に
驚
い
た
。

け
れ
ど
、
僕
は
知
っ
て
い
た
。
姉
貴
が
学
生
時
代
に
ヘ
ッ

ド
ホ
ン
で
聞
い
て
い
た
の
は
、
流
行
り
の
音
楽
な
ん
か
じ
ゃ

な
い
。
自
分
の
声
な
ん
だ
。
僕
は
そ
の
こ
と
を
誰
に
も
言
わ

な
か
っ
た
。
青
春
な
ど
と
誤
魔
化
し
て
、
得
体
の
知
れ
な
い

物
に
向
か
っ
て
逆
ら
っ
て
い
た
だ
け
の
僕
は
、
姉
貴
の
純
度

の
高
い
本
気
の
前
に
、
沈
黙
を
選
択
し
た
の
だ
。

ば
あ
ち
ゃ
ん
、
僕
、
も
う
ち
ょ
っ
と
勉
強
す
る
わ
。
か
っ

こ
よ
く
言
う
け
ど
、
言
葉
の
可
能
性
に
賭
け
て
み
よ
う
と
思

う
ん
だ
。

出
会
い
や
別
れ
、
歓
び
哀
し
み
、
期
待
と
失
望
、
誠
意
と

欺
瞞
、
寛
容
排
除
、
栄
光
と
犠
牲
、
そ
し
て
争
い
も
。
起
点

は
少
な
か
ら
ず
言
葉
が
担
っ
て
い
る
。
沈
黙
だ
っ
て
言
葉
の

あ
と
先
に
赦
さ
れ
た
臨
界
な
の
だ
ろ
う
。

父
も
母
も
い
な
い
と
言
っ
て
い
た
松
尾
さ
ん
。
高
野
山
の

帰
り
と
言
っ
て
い
た
松
尾
さ
ん
。
き
っ
と
今
も
ど
こ
か
の

く
に
ざ
か
い

国
境

で
、
市
井
の
人
や
史
人
の

し
じ
ま

静
寂
の

こ
え聲

を
聴
き
、
鎮
魂
の

句
を
詠
ん
で
い
る
は
ず
な
ん
だ
。
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
松
尾

さ
ん
は
近
江
に
帰
っ
て
く
る
。

い
つ
か
、
晴
れ
て
言
葉
に
つ
い
て
語
る
日
が
来
る
と
し
た

ら
、
間
違
い
な
く
僕
は
今
日
の
こ
と
を
選
ぶ
だ
ろ
う
。

ま
た
会
え
ま
す
か
、
松
尾
さ
ん
。
ま
た
会
え
ま
す
よ
ね
。

僕
は
待
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
、
僕
は
こ
の
ま
ち
が
好
き
か
も
し
れ
な
い
。

《
こ
の
作
品
は
「
湖
都
の
文
学
」
２
０
２
０
に
掲
載
》

地
域
連
携
型
体
験
学
習
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と

瀬
田
東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

平
塚

悦
子

今
か
ら
二
十
年
前
の
瀬
田
東
学
区
は
ど
の
様
な
風
景
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？

引
っ
越
し
て
来
て
、
都
市
に
近
い
の
に
こ
ん
な
に
田
畑
が
残

っ
て
い
る
ん
だ
、
川
が
綺
麗
な
ん
だ!

と
言
う
瀬
田
駅
周
辺

の
第
一
印
象
で
し
た
。

あ
れ
か
ら
、
十
年
あ
ま
り
、
昨
年
も
子
供
達
は
暖
か
く
な
れ

ば
長
沢
川
に
遊
び
に
行
き
、
夏
に
は
ホ
タ
ル
を
見
る
事
も
出

来
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
四
年
か
ら
続
け
て
く
れ
て
い
る
、
稲
作
り
事
業
も
昨

年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
為
に
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
毎
年
、

一
年
間
を
通
し
て
米
が
出
来
る
ま
で
を
体
験
す
る
事
が
で

き
、
教
科
書
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
水
の
冷
た
さ
、
泥
の
暖

か
さ
、
稲
の
匂
い
、
つ
き
た
て
の
お
餅
の
お
い
し
さ
、
身
体

い
っ
ぱ
い
で
感
じ
る
機
会
を
与
え
て
頂
い
て
い
ま
す
。

体
験
を
通
じ
、
保
護
者
も
顔
の
見
え
る
関
係
性
が
築
け
、
ま

た
、
親
子
で
体
験
を
共
有
す
る
と
言
う
貴
重
な
時
間
を
頂
い

て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
携
わ
り
、
地
域
の
方
々
の
ご
尽
力
で
今
の

瀬
田
東
の
自
然
や
文
化
が
繋
が
っ
て
い
る
、
と
感
じ
る
日
々

で
す
。

こ
れ
か
ら
、
二
十
年
後
、
子
供
達
が
大
人
に
な
っ
た
時
、
瀬

田
東
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？

そ
の
子
供
達
に
も
長
沢
川
で
遊
ぶ
楽
し
さ
や
ホ
タ
ル
の
美

し
さ
、
稲
の
成
長
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
な
あ
・
・
と
思
っ
て

い
ま
す
。

文
化
や
自
然
を
繋
い
で
行
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
、
し
か
し
、
子
供
達
に
と
っ
て
の
ふ
る
さ
と
を
守
っ

て
行
く
の
も
、
こ
れ
か
ら
は
保
護
者
の
大
切

な
役
割
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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【
地
域
交
流
を
通
し
て
】

学
園
前
こ
ど
も
園

開
園
し
て
５
年
目
、
少
し
ず
つ
保
育
も
定
着
し
て
き
ま
し

た
。
子
ど
も
達
に
豊
か
な
生
活
を
経
験
し
て
ほ
し
い
、
地
域

の
方
に
見
守
ら
れ
地
域
の
中
で
育
つ
子
ど
も
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
で
地
域
の
方
と
の
交
流
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

「
ま
ず
は
、
あ
ま
り
無
理
を
せ
ず
徐
々
に
し
ま
し
ょ
う
。」
と

い
う
松
田
さ
ん
の
温
か
い
言
葉
を
い
た
だ
き
、
一
緒
に
園
外

に
出
か
け
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
お
家
の
方
や
園
の
先

生
と
違
う
方
と
の
出
会
い
と
い
う
こ
と
で
、
緊
張
し
た
面
持

ち
の
子
ど
も
達
で
し
た
。
最
初
に
出
か
け
た
の
は
瀬
田
公
園
。

い
つ
も
散
歩
に
出
か
け
る
公
園
な
の
に
、
奥
に
こ
ん
な
遊
歩

道
が
あ
っ
た
と
は
知
ら
ず
、
子
ど
も
達
の
み
な
ら
ず
、
保
育

士
た
ち
に
と
っ
て
も
驚
き
の
連
続
で
し
た
。
子
ど
も
達
の
探

検
気
分
も
盛
り
上
が
り
、
園
外
と
い
う
雰
囲
気
も
手
伝
っ
て

少
し
ず
つ
打
ち
解
け
て
い
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
続
く
山

ノ
神
遺
跡
の
探
検
な
ど
、
普
段
子
ど
も
達
が
通
り
過
ぎ
て
い

る
場
所
も
案
内
し
て
頂
く
と
印
象
が
変
わ
る
も
の
で
す
。

交
流
２
年
目
は
瀬
田
公
園
の
探
検
に
加
え
、
山
ノ
神
遺
跡

で
焼
き
窯
を
見
せ
て
頂
い
た
り
、
た
こ
揚
げ
を
教
え
て
頂
い

た
り
し
ま
し
た
。
特
に
焼
き
窯
を
見
せ
て
頂
い
た
こ
と
は
子

ど
も
達
の
印
象
に
残
っ
た
よ
う
で
、
園
に
帰
っ
て
か
ら
も
興

奮
し
な
が
ら
話
す
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
だ
温
か
い
窯
に

触
れ
ら
れ
た
り
、
薪
入
れ
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
普

段
の
生
活
で
は
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
さ
せ
て
頂
け
、

子
ど
も
の
心
に
強
く
印
象
に
残
っ
た
よ
う
で
す
。
い
つ
も
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
も
用
意
し
て
く
だ
さ
り
、
動
の
活
動

と
静
の
活
動
が
あ
り
、
子
ど
も
達
が
興
奮
す
る
だ
け
で
な
く
、

心
を
落
ち
着
け
て
活
動
を
印
象
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
も

ス
テ
キ
な
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
社
会
や
地
域
に
と

っ
て
子
ど
も
達
は
未
来
へ
の
宝
で
す
。
そ
の
子
ど
も
達
は
決

し
て
園
や
家
庭
だ
け
で
育
つ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

の
方
な
ど
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、
い
ろ
ん
な
人
か
ら
の

愛
情
を
感
じ
、
見
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
安
心
感
を
味
わ
い

な
が
ら
成
長
し
て
い
く
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
い

ろ
ん
な
方
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
達
の
成

長
と
と
も
に
今
後
も
瀬
田
東
文
化
振
興
会
の
方
と
交
流
し
な

が
ら
、
自
分
た
ち
の
街
を
よ
く
知
り
、
そ
し
て
こ
の
瀬
田
を

故
郷
と
感
じ
、
温
か
い
記
憶
と
共
に
、
今
後
生
き
て
い
く
中

で
の
力
の
一
つ
に
な
っ
て
い
く
と
い
い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。

地
域
連
携
型
体
験
学
習
に
つ
い
て

大
津
市
立
瀬
田
東
幼
稚
園

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
地
域
の
方
と
触
れ
合
え
る

機
会
が
も
ち
に
く
い
中
で
し
た
が
、
田
ん
ぼ
ま
で
い
け
な

く
て
も
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で
作
っ
た

“

幼
稚
園
田
ん
ぼ”

で
の
田
植
え
体
験
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
園
庭
の
中
に
居
な
が
ら
、
田
ん
ぼ

に
生
息
す
る
生
き
物
に
出
会
う
場
と
な
り
、
お
弁
当
に
入

れ
て
く
る
お
に
ぎ
り
に
な
る
お
米
が
、
こ
ん
な
風
に
で
き

て
い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま

し
た
。
出
来
上
が
っ
た
お
米
の
量
は
、
ほ
ん
の
少
し
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
達
の
心
の
収
穫
は
大
き
な
も
の

に
な
り
ま
し
た
。

親
子
須
恵
器
作
り
体
験
で
は
、
山
ノ
神
遺
跡
の
登
り
窯

に
木
を
く
べ
る
経
験
も
現
地
で
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ス
イ

ッ
チ
一
つ
で
ガ
ス
の
火
も
つ
く
便
利
な
時
代
に
、
直
火
の

熱
さ
や
煙
の
に
お
い
等
、
五
感
で
感
じ
た
経
験
は
、
体
の

中
に
残
る
思
い
出
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
年
が
明
け
、
コ
ロ
ナ
の
警
戒
ス
テ
ー
ジ
の
ラ
ン

ク
が
上
が
っ
た
中
で
も
、
紙
１
枚
か
ら
作
れ
る
凧
の
造
り

方
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
届
け
て
い
た
だ
き
、「
糸
の
浮
く
位

置
具
合
で
揚
が
る
か
揚
が
ら
な
い
か
が
変
わ
る
こ
と
も
、

子
ど
も
に
考
え
さ
せ
よ
う
。」
ま
さ
に
、
園
が
目
指
す
主
体

的
に
考
え
る
子
ど
も
の
育
ち
を
大
事
に
し
て
い
た
だ
く
取

り
組
み
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
子
さ
ん
の
幼
稚
園
入
園
を
機
会
に
、
地
域
の
自
然
や

文
化
に
触
れ
る
こ
と
を
、
親
子
共
に
初
め
て
経
験
さ
れ
ま

す
。
今
後
も
、
幼
稚
園
、
地
域
、
家
庭
が
連
携
し
て
、
地

域
へ
親
し
み
を
感
じ
、
地
域
を
愛
す
る
子
ど
も
に
育
て
て

い
く
こ
と
に
繋
が
る
体
験
学
習
を
幼
稚
園
教
育
の
大
事
な

内
容
と
し
て
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
連
携
型
体
験
学
習
に
つ
い
て

一
里
山
ひ
か
り
保
育
園

一
里
山
ひ
か
り
保
育
園
は
瀬
田
に
開
園
し
四
五
年
に
な

り
ま
す
。

仏
様
の
教
え
を
守
り
「
生
命
を
大
切
に
す
る
保
育
」
を
基

本
方
針
と
し
、「
明
る
く
・
正
し
く
・
仲
良
く
」
を
大
切
に

毎
日
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達
が
遊
び
を
学
び
と
し
て
主
体

的
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
が
地
域
の
中
で
の
び

の
び
と
育
ち
、
様
々
な
体
験
を
通
し
て
の
「
ま
な
び
」
を

自
ら
得
て
く
れ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

お
よ
そ
十
年
余
程
前
に
文
化
振
興
会
の
方
々
に
お
誘
い

頂
き
、
山
ノ
神
遺
跡
を
拠
点
に
た
く
さ
ん
の
体
験
を
さ
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。
お
米
が
で
き
る
ま
で
を
、
田
植
え
か

ら
稲
刈
り
ま
で
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
収
穫
し
た
新
米

で
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
食
べ
た
り
、
柿
を
使
っ
て
干
し
柿

作
り
や
柿
渋
染
め
で
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
染
め
た
り
も
し
ま
し
た
。

川
遊
び
で
は
笹
で
舟
の
作
り
方
を
教
え
て
も
ら
っ
て
川
に

流
し
た
り
、
小
魚
を
す
く
っ
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

さ
つ
ま
い
も
も
苗
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
を
体
験
さ
せ
て
頂

き
、
子
ど
も
達
は
獲
れ
た
大
き
な
さ
つ
ま
い
も
に
大
喜
び

で
し
た
。
冬
に
は
、
せ
い
ろ
で
蒸
し
た
も
ち
米
を
使
っ
た

お
も
ち
つ
き
に
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達
の
笑
顔
と
歓
声

が
あ
ふ
れ
る
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
代
で
は
と
う
て
い
経
験
で
き
な
い
自
然
と
触
れ
合
っ

た
り
、
住
ん
で
い
る
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
教
え
て
も
ら

う
こ
と
で
、
地
域
資
源
を
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
し
た
心
豊
か

な
教
育
へ
と
導
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
様
々
な
世
代
の
人
と
交
流
し
、
つ

な
が
る
こ
と
で
、「
や
っ
て
み
て
た
の
し
い
」
「
も
っ
と
し

た
い
」「
た
の
し
い
」
と
思
い
、
豊
か
な
心
と
意
欲
を
共
々

に
育
ん
で
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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国
史
山
ノ
神
遺

跡
復
元
の
追
想

吉
居

紀
生

昔
か
ら
「
ど
ん
ぐ
り
山
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
き
た

山
ノ
神
、
今
で
も
秋
に
な
る
と
、
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
ど
ん

ぐ
り
が
散
乱
し
て
い
ま
す
。
今
で
こ
そ
山
の
風
情
は
な
く

小
高
い
丘
と
な
っ
て
い
ま
す
。

七
世
紀
（
六
六
七
年
）
近
江
大
津
宮
の
遷
都
、
天
智
天
皇

の
世
が
栄
し
頃
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
こ
こ
山
ノ
神
の
地

は
古
代
製
陶
産
業
の
一
大
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
昭

和
五
十
三
年
よ
り
順
次
発
掘
調
査
が
始
ま
り
数
多
く
の
陶

器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
五
年
に
は
四
号
窯
が
発

掘
さ
れ
鴟
尾
（
し
び
）
四
体
が
出
土
し
ま
し
た
。
高
さ
一
、

四
ｍ
と
想
像
を
凌
ぐ
大
き
さ
に
当
時
の
興
奮
は
さ
ぞ
か
し

と
想
像
さ
れ
ま
す
。
平
成
二
十
五
年
六
月
に
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
大
津
市
歴
史
博
物
館
で
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
間
、
数
多
く
出
土
し
た
陶
器
は
復
元
さ
れ
、

そ
の
一
部
が
東
市
民
セ
ン
タ
ー
の
第
一
会
議
室
で
展
示
し

て
い
ま
す
。
平
成
十
七
年
七
月
こ
の
山
ノ
神
遺
跡
と
共
に

源
内
峠
製
鉄
遺
跡
な
ど
瀬
田
丘
陵
生
産
遺
跡
群
と
し
て
国

史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
契
機
と
し

て
遺
跡
復
元
実
行
委
員
会
が
立
ち
上
が
り
当
会
も
メ
ン
バ

ー
と
し
て
参
加
し
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
遺
跡
は
発
掘
調
査
が
済
む
と
埋
め
戻
し
が
な
さ
れ

て
地
上
に
は
何
一
つ
と
し
て
証
が
な
い
の
で
す
。
標
柱
の

み
と
な
り
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
よ
り
手
始
め
に
源
内
峠

製
鉄
遺
跡
区
域
で
遺
構
を
地
上
に
復
元
、
そ
の
後
平
成
二

十
六
年
の
秋
よ
り
三
年
間
、
山
ノ
神
遺
跡
に
て
最
初
に
丘

の
上
に
工
房
小
屋
を
復
元
し
、
二
年
目
に
は
十
二
ｍ
に
及

ぶ
穴
窯
と
、
鴟
尾
四
体
を
発
掘
資
料
に
基
づ
い
て
実
物
大

で
復
元
、
三
年
目
は
県
南
部
の
遺
跡
、
古
道
な
ど
を
表
記

し
た
地
形
模
型
ジ
オ
ラ
マ
を
作
成
し
工
房
小
屋
に
展
示
、

三
年
に
及
ぶ
復
元
作
業
は
素
人
集
団
で
成
し
た
も
の
で
、

い
ろ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
に
も
知
恵
を
出
し
合
い
、
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
新
聞
も
随
時
と
り
あ

げ
て
く
れ
励
ま
さ
れ
も
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

が
完
成
に
至
っ
た
時
の
達
成
感
は
、
今
振
り
返
る
時
、
何

も
の
に
も
変
え
難
い
喜
び
で
あ
り
ま
し
た
。

時
代
を
拓
く
文
化
の
翼

﨑
田

孝
行

令
和
三
年
。
世
界
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

一
億
人
を
超
え
た
と
の
こ
と
。
こ
の
大
変
な
今
、
時
代
を

担
う
子
供
達
に
何
か
を
残
し
た
い
と
…
特
に
保
育
園
や
幼

稚
園
児
達
に
は
体
験
を
さ
せ
る
こ
と
。
米
作
り
体
験
の
中

で
田
植
え
を
し
た
時
、
男
の
子
が
裸
足
で
田
ん
ぼ
の
中
に

入
る
の
が
気
持
ち
悪
い
と
か
で
入
ら
な
い
の
で
強
引
に
抱

え
て
…
と
こ
ろ
が
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
最
後
迄
い
ま
し

た
。
陶
器
作
り
、
凧
揚
げ
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て

い
ま
す
。
記
憶
に
残
る
体
験
を
し
、
思
い
っ
切
り
明
日
に

向
か
っ
て
羽
ば
た
い
下
さ
い
ね
。

穴窯復元作業しび復元作業

工房小屋復元

作業

絵本読み聞かせ

凧揚げに夢中

須恵器の復元作業

ジオラマ作製
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口
伝

旧
南
大
萱
地
区
郷
土
料
理

「
い
と
こ
煮
」
レ
シ
ピ

大
津
市
瀬
田
北
女
性
会

一
、
材
料

小
豆

二
〇
〇
ｇ

さ
つ
ま
い
も

二
本

団
子

四
〇
個

二
、
調
味
料

白
砂
糖
三
〇
〇
ｇ

三
温
糖
三
〇
〇
ｇ

三
、
団
子
の
材
料

小
麦
粉

四
二
〇
ｇ

白
玉
粉

二
〇
〇
ｇ

水

四
〇
〇
㏄

四
、
作
り
方

①

さ
つ
ま
い
も
は
き
れ
い
に
洗
い
一
口
大
に
切
り
、

軟
ら
か
く
な
る
ま
で
ゆ
で
る
。

②

小
豆
は
三
時
間
水
に
浸
け
、
軟
ら
か
く
な
る
ま
で

煮
る
。
（
煮
汁
は
捨
て
ず
に
使
う
）

③

団
子
は
白
玉
粉
を
ぬ
る
ま
湯
で
混
ぜ
、
小
麦
粉
を

加
え
耳
た
ぶ
程
度
の
硬
さ
ま
で
こ
ね
る
。

④
団
子
を
熱
湯
水
の
鍋
に
ス
プ
ー
ン
で
一
口
大
の
大
き

さ
に
し
て
入
れ
て
団
子
が
浮
き
上
が
っ
て
く
る
ま
で
ゆ
で

る
。⑤

②
の
鍋
に
①
と
④
の
材
料
を
入
れ
て
、
砂
糖
二
種

類
を
加
え
て
塩
で
味
を
調
え
る
。
団
子
の
色
が
薄
茶
色
に

な

る

ま
で
煮
る
。

伝
統
文
化
の
継
承

「
い
と
こ
煮
」

大
津
市
旧
瀬
田
南
大
萱
地
区
に
伝
わ
る
不
思
議
な
名
が

付
い
た
郷
土
料
理
が
あ
る
。

「
い
と
こ
煮
」
や
「
ほ
ら
が
い
」
で
あ
る
。

旧
南
大
萱
地
区
独
特
の
料
理
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
二

〇
二
〇
年
一
二
月
一
三
日
の
京
都
新
聞
に
「
い
と
こ
煮
」

が
京
都
の
郷
土
料
理
と
し
て
掲
載
。

そ
こ
で
、
語
源
や
分
布
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
山
形
県

庄
内
地
方
の
も
の
、
北
陸
地
方
（
新
潟
県
・
富
山
県
・
石

川
県
）
の
も
の
、
滋
賀
県
や
奈
良
県
、
京
都
府
の
も
の
、

お
よ
び
山
口
県
萩
市
周
辺
に
伝
わ
る
も
の
が
知
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
い
と
こ
煮
」
と
は
、
小
豆
と
根
菜
の
煮
も
の
で
、
神
仏

へ
の
供
物
を
集
め
て
煮
た
行
事
食
が
始
ま
り
で
す
。
地
域

に
よ
っ
て
も
そ
の
具
材
や
味
付
け
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

①
根
菜
類
の
固
い
物
か
ら
「
追
い
追
い
煮
る
」
を
、
「
甥

甥
（
お
い
お
い
）
」
煮
る
調
理
か
ら
の
説
。

②
小
豆
と
根
菜
類
等
を
「
銘
々
に
煮
る
」
を
、
「
姪
姪
（
め

い
め
い
）
」
に
煮
る
と
い
っ
た
語
呂
あ
わ
せ
の
し
ゃ
れ
で

「
い
と
こ
煮
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
で

す
。

③
北
陸
の
地
方
で
は
、
そ
の
地
に
縁
の
あ
る
浄
土
真
宗
の

開
祖
で
あ
る
「
親
鸞
聖
人
の
遺
徳
（
い
と
く
）
を
偲
ん
で

食
べ
る
」
こ
と
が
転
じ
て
「
い
と
こ
煮
」
と
な
っ
た
と
い

う
説
。

長
い
歴
史
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
る
の
も
、
そ

れ
だ
け
地
元
の
人
に
親
し
ま
れ
、
土
地
に
根
付
い
た
料
理

だ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
伝
統
文
化
、
郷
土
料
理
を
地
域
の
宝
物
と
し
て
、

後
世
に
伝
え
、
継
承
し
続
け
た
い
も
の
で
す
。

調
理
人

大
津
市
瀬
田
北
女
性
会
の
皆
さ
ん

世
話
役

瀬
田
南
大
萱
町
地
域
活
性
化
推
進
会
長

様

資
料
提
供

上
田
上
芝
原

中
野

智
之

様

上
田
上
牧

東
郷

正
文

様

ご
無
理
を
快
諾
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

松
田

文
男
（
記
）

「いとこ煮」の完成

[

参
考
」

上
田
上
芝
原
地
区
の
「
い
と
こ
煮
」
レ
シ
ピ

小
豆
と
根
菜
類
を
主
と
し
た
煮
込
み
料
理

一
、
材
料

小
豆

カ
ッ
プ
１

ご
ぼ
う

１
本

人
参

１
本

大
根

３
㎝
の
太
さ
を
３
㎝

蓮
根

３
㎝
の
太
さ
を
３
㎝

里
芋

５
個

か
ぼ
ち
ゃ
６
㎝
×
３
㎝

二
、
作
り
方

①
小
豆
は
洗
っ
て
三
倍
ぐ
ら
い
の
水
を
入
れ
、
灰
汁
を
取
り

な
が
ら
、
や
わ
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る

②
小
豆
以
外
の
材
料
を
１
㎝
位
に
切
り
、
ご
ぼ
う
、
人
参
、

蓮
根
、
里
芋
、
大
根
、
南
瓜
の
順
に
や
わ
ら
か
く
な
る
ま
で
煮

る
。③

②
の
中
に
小
豆
を
入
れ
、
砂
糖
，
醤
油
で
味
付
け
す
る

長浜湖北町伊部地区

「いとこ煮」

親鸞聖人の遺徳（いとく）

を偲んで出される精進料の

1 品

小豆と里芋

奈良、京都、大津等地区の

「いとこ煮」 小豆と南瓜

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E5%BD%A2%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BA%84%E5%86%85%E5%9C%B0%E6%96%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E9%99%B8%E5%9C%B0%E6%96%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E6%BD%9F%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%8C%E5%B1%B1%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%B3%E5%B7%9D%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%B3%E5%B7%9D%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%88%E8%89%AF%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E5%8F%A3%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%90%A9%E5%B8%82
https://youtu.be/vmxCBr2cwt8
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伝
統
文
化
の
継
承
「
ほ
ら
が
い
」

ほ
ら
が
い
の
由
来
は
、
わ
か
り
ま
せ
ん
が
滋
賀
県
地
域

婦
人
団
体
連
合
会
の
郷
土
料
理
本
で
「
ほ
ら
が
い
」
団
子

が
（
瀬
田
東
）
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
レ
シ
ピ
に
は

イ
バ
ラ
の
葉
で
包
む
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
サ
ル
ト
リ
イ

バ
ラ
、
別
名

さ
ん山
き

ら

い

帰
来
の
葉
で
包
む
い
ば
ら
餅(

団
子)

で
、

全
国
広
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

餡
や
団
子
の
材
料
は
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

た
だ
、
名
前
は
包
む
葉
っ
ぱ
の
種
類
や
餅
の
形
が
名
前

の
由
来
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
柏
餅
は
元
々
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
の
葉
で
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
が
、
江
戸
な
ど
、
大
都
市
で
は
、
サ
ル
ト
リ
イ

バ
ラ
の
葉
が
た
ら
ず
柏
の
葉
が
代
用
し
た
と
い
う
説
も

あ
り
ま
す
。
田
植
え
が
終
わ
っ
た
時
や
端
午
の
節
句
等
で

食
べ
ら
れ
る
習
わ
し
が
あ
っ
た
と
い
う
。
（
５
～
８
月
）

私
た
ち
の
先
人
の
知
恵
と
工
夫
の
す
ご
さ
を
再
認
識

す
る
と
と
も
に
、
葉
っ
ぱ
で
包
む
と
か
そ
れ
を
蒸
す
こ
と

で
さ
ら
に
美
味
し
さ
と
腐
敗
菌
か
ら
守
り
長
時
間
食
べ

ら
れ
る
な
ど
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
伝
統
文
化
の
郷
土
料
理

を
地
域
の
宝
物
と
し
て
、
継
承
し
続
け
た
い
も
の
で
す
。

松
田

文
男
（
記
）
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旧
南
大
萱
地
区
郷
土
料
理

口
伝
「
ほ
ら
が
い
」
レ
シ
ピ

大
津
市
瀬
田
北
女
性
会

一
、
材
料

小
麦
粉

２
０
０
ｇ

塩

少
々

つ
ぶ
餡

６
０
０
ｇ

二
、
作
り
方

①
小
麦
粉
に
塩
を
入
れ
て
耳
た
ぶ
く
ら
い
の
硬
さ
ま
で
よ

く
こ
ね
る
。

②
あ
ん
こ
を
一
口
大
の
大
き
さ
に
個
数
分
に
丸
め
て
お
く
。

③
②
の
生
地
を
手
の
ひ
ら
で
う
す
く
の
ば
し
、
中
心
に
あ
ん

こ
を
入
れ
丸
く
包
み
込
み

④
蒸
し
が
上
が
っ
た
蒸
し
器
に
入
れ
て
生
地
の
色
が
薄
茶

色
に
な
れ
ば
完
成

ア
レ
ン
ジ
「
ほ
ら
が
い
」
レ
シ
ピ

大
津
市
瀬
田
北
女
性
会

一
材
料

小
麦
粉

２
０
０
ｇ

蒸
し
パ
ン
ミ
ッ
ク
ス
４
０
０
ｇ

つ
ぶ
餡

６
０
０
ｇ

二
、
作
り
方

①
小
麦
粉
に
蒸
し
パ
ン
ミ
ッ
ク
ス
を
混
ぜ
て
耳
た
ぶ
く
ら

い
の
硬
さ
ま
で
よ
く
こ
ね
三
〇
分
寝
か
す

②
あ
ん
こ
を
一
口
大
の
大
き
さ
に
個
数
分
に
丸
め
て
お

く
。③

②
の
生
地
を
手
の
ひ
ら
で
う
す
く
の
ば
し
、
中
心
に
あ

ん
こ
を
入
れ
丸
く
包
み
込
む

④
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に
乗
せ
蒸
し
が
上
が
っ
た
蒸
し
器
に
入

れ
て
、
約
一
五
分
蒸
し
て
完
成
で
す
。

「
ほ
ら
が
い
」
団
子
（
瀬
田
東
）

材
料

小
麦
粉

カ
ッ
プ
１
（
２
０
０
ｇ
）

ミ
ッ
ク
ス
粉

カ
ッ
プ
２
（
４
０
０
ｇ
）

こ
し
あ
ん

砂
糖
・
塩

イ
バ
ラ
の
葉
（
山
帰
来
の
葉
）

作
り
方

①
小
麦
粉
、
ミ
ッ
ク
ス
粉
、
砂
糖
、
塩
を
混
ぜ
て
よ
く
こ
ね
る

②
い
ば
ら
の
葉
は
綺
麗
に
洗
っ
て
お
く

③
①
生
地
を
手
の
ひ
ら
で
う
す
く
の
ば
し
、
中
心
に
あ
ん
こ
を
入
れ
丸

く
包
み
込
む

④
③
を
い
ば
ら
の
葉
に
の
せ
、
葉
ご
と
半
分
に
お
る

⑤
よ
く
蒸
し
が
上
が
っ
た
蒸
し
器
に
並
べ
て
蒸
し
仕
上
げ
る

⑥
一
〇
分
た
っ
た
ら
、
少
し
葉
っ
ぱ
を
め
く
っ
て
み
て
、
ツ
ル
ッ
と
め
く

れ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
、
葉
に
に
く
っ
つ
い
て
き
た
ら
、
蒸
し
足
り
な
い
の
で
時
間
延

長
。

（
滋
賀
県
地
域
婦
人
団
体
連
合
会
発
行

郷
土
料
理
引
用
）

ほらがいの完成

アレンジほらがいお完成






